
◇
２
月
６
日　

蔵
王
鉱
山
歴  

　

史
資
料
館
建
設
募
金
に
つ

　

い
て
横
戸
上
山
市
長
と
折

　

衝
（
川
口
・
佐
藤
・
髙
橋
）

◇
２
月
16
日
〜
17
日　

県
高

　

校
ス
キ
ー
新
人
戦
（
猿
倉
）

◇
２
月
23
日　
「
じ
ん
や
」
で

　

製
錬
地
区
社
宅
居
住
者
名

　

簿
づ
く
り
会

◇
２
月
26
日　

山
形
県
Ａ
級

　

公
認
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
猿
倉
）

◇
３
月
５
日　

全
日
本
公
認

　

Ｓ
Ｌ
大
会
（
猿
倉
）

◇
３
月
10
日　

山
形
新
聞
、

　

中
川
第
二
小
学
校
に
つ
い

　

て
取
材

◇
３
月
18
日　

ベ
テ
ラ
ン
東

　

北
大
会
（
原
田
正
男
・
田

　

中
知
治
両
選
手
が
出
場
」）

◇
３
月
20
日　

猿
倉
ス
キ
ー

　

場
納
会

◇
４
月
１
日
〜
６
日　

振
子

　

沢
コ
ー
ス
で
日
大
山
形
、

　

山
形
中
央
高
を
中
心
に
ス

　

キ
ー
合
宿

◇
４
月
12
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

役
員
会

◇
４
月
14
日　

ク
ラ
ウ
ド
フ

　

ァ
デ
ン
グ
に
つ
い
て
東
洋

　

企
画
・
藤
庄
印
刷
協
議

◇
５
月
14
日　

山
神
社
清
掃

　

と
準
備
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硫
  

黄

仙
台
市

　

髙
橋　

久
子
様

新
庄
市

　

阿
部　

茂
巳
様

河
北
町

　

阿
部　

佐
一
様

山
形
市

　

鈴
木　

幸
雄
様
・
新
関
徳
次
郎
様

上
山
市

　

山
川　

正
憲
様
・
永
野
地
区
会
様

　

中
川
福
祉
村
様
・
高
橋　

正
之
様

　

小
林　

由
紀
様
・
稲
毛
眞
紀
子
様

　

渡
辺　

賢
次
様
・
柴
田　

清
明
様

　

平
成
29
年
５
月
７
日
（
日
）、

「
語
り
継
ぐ
会
」
役
員
会
を
開

催
し
た
際
、
会
に
先
立
ち
、
役

員
に
よ
る
山
神
社
祠
の
雪
囲
い

外
し
と
参
道
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。

（「
語
り
継
ぐ
会
」
川
口
兼
次
理

事
長
の
記
憶
で
は
、
こ
の
山
神

社
は
、
昔
灰
捨
て
場
下
の
大
曲

に
あ
り
、
そ
の
後
今
の
場
所
に

移
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

祠
の
脇
に
「
山
神
」
と
刻
ま
れ

た
石
碑
が
立
っ
て
お
り
、
こ
の

石
碑
に
は
、
大
正
２
年
と
い
う

建
立
日
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。）

　

蔵
王
鉱
山
精
錬
所
社
宅
の
入

居
者
地
図
作
り
は
、「
語
り
継

ぐ
会
」
佐
藤
竹
志
副
理
事
長
が

事
務
局
と
な
っ
て
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
入
居
者
地
図
作
り
は
、

製
錬
所
、
元
山
、
猿
倉
の
順
で

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
２
月
23
日
上
山
市
軽
井
沢
・

「
じ
ん
や
」
に
お
い
て
、
製
錬

所
住
宅
入
居
者
の
最
後
の
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
参

集
者
の
ほ
と
ん
ど
が
２
世
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
入
居
者
の
特
定

が
難
航
し
、
完
全
に
特
定
す
る
に

28
／
12
〜
29
／
５
ま
で
の
ご
報
告

　

報
道
で
知
っ
た
。
地
区
会

の
会
報
で
知
っ
た
。
見
知
ら

ぬ
方
々
か
ら
の
寄
付
金
が
寄

せ
ら
れ
謹
ん
で
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

１　

平
成
28
年
度
活
動
報
告
並
び　

　
　

に
活
動
計
算
書
に
つ
い
て

　

○　

活
動
報
告

　
　
　

平
成
28
年
５
月
６
日
法
人
登

　
　

記
を
済
ま
せ
た
後
、
蔵
王
鉱
山

　
　

歴
史
資
料
館
建
設
に
向
け
会
員

　
　

及
び
寄
付
者
の
募
集
を
行
い
、

　
　

会
員
75
人
で
１
１
２
万
５
千
円
、

　
　

寄
付
者
24
人
32
万
円
の
入
金
が

　
　

あ
り
ま
し
た
。
同
資
料
館
建
設

　
　

を
具
体
化
す
る
た
め
「
建
設
委

　
　

員
会
」
を
設
置
し
、
蔵
王
分
校

　
　
（
蔵
王
開
拓
）
の
視
察
を
実
施

　
　

し
ま
し
た
。

　

○　

活
動
計
算
書

　
　
　

平
成
28
年
度
中
の
経
常
収
益

　
　

は
１
７
２
万
９
千
円
、
経
常
費

　
　

用
は
92
万
２
千
７
８
２
円
と
な

　
　

り
、
当
期
正
味
財
産
増
減
額
は
、

　
　

80
万
６
千
２
１
８
円
と
な
り
ま

　
　

し
た
。

２　

平
成
29
年
度
活
動
計
画
並
び
に

　
　

活
動
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　

○　

活
動
計
画
に
つ
い
て

　
　
　

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
は
、

　
　

体
育
館
部
分
の
み
を
分
離
建
設

　
　

す
る
こ
と
と
し
て
、
平
成
30
年

　
　

５
月
15
日
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社

　
　

祭
と
併
せ
て
竣
工
式
を
行
い
、

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会
（
以
下
「
語
り
継
ぐ
会
」

と
い
う
。）
は
、
平
成
29
年
５
月
15
日
（
月
）、
蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
お
い
て
会
員
21
人
（
委
任
状
35
人
）
計
56
人
の
出
席
の
下
、
第
１
回
通

常
総
会
を
開
催
し
、
提
案
議
案
を
異
議
な
く
承
認
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
主
な
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

寄
付
者
ご
氏
名

Ｎ
Ｐ
Ｏ（
特
定
非
営
利
活
動
）
法
人

    

蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ
会

 　
　
　

  

第
１
回
通
常
総
会
の
開
催

精
錬
所
社
宅
「
居
住
者
地
図
」
の
中
間
報
告

　
入
居
者
に
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
情
報
提
供
を
！

〒999-3131　
上山市北町２－１－５　佐藤　竹志
　　　（加入電話　023－672－4161）
〒999-3103　
上山市金谷５３０　　　髙橋　正之
　　　（加入電話　023－679－2435）

「蔵王鉱山歴史資料館」、体育館を分離建設
平成30年秋竣工を目指す

「蔵王鉱山歴史資料館」、体育館を分離建設
平成30年秋竣工を目指す

「蔵王鉱山歴史資料館」、体育館を分離建設
平成30年秋竣工を目指す

　
　

紅
葉
の
時
期
に
完
成
を
目
指
す
。

　
　

建
設
の
た
め
、
会
員
の
募
集
を

　
　

行
い
、
現
会
員
75
人
か
ら
正
会

　
　

員
１
０
０
人
を
目
指
す
。

　
　
　

企
業
、
団
体
、
地
元
（
中
川

　
　

地
区
）
等
へ
の
募
集
活
動
を
強

　
　

化
す
る
。
ま
た
、
国
内
外
の
募

　
　

金
を
広
く
求
め
る
た
め
、「
ク

　
　

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ン
グ
」
活
動

　
　

を
実
施
す
る
。

　

○　

活
動
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

経
常
収
益
９
０
０
万
円
、
経
常

　
　

費
用
１
９
６
万
円
を
計
上
し
ま

　
　

し
た
。

　
　
　

審
議
を
め
ぐ
る
主
な
質
疑
は
、

　
　

以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
　

問
／
分
離
建
設
す
る
体
育
館
の

　
　
　
　

見
積
も
り
額
と
平
成
29
年

　
　
　
　

度
の
建
設
費
用
の
調
達
方

　
　
　
　

針
は
如
何
。

　
　

答
／
体
育
館
の
建
設
見
積
も
り

　
　
　
　

費
用
は
、
約
１
千
１
０
０

　
　
　
　

万
円
。
平
成
29
年
度
は
７

　
　
　
　

８
０
万
円
を
目
標
に
募
集

　
　
　
　

活
動
を
推
進
す
る
。
不
足

　
　
　
　

分
は
、
借
入
金
を
考
慮
す

　
　
　
　

る
。

　
　
　

な
お
、
以
上
の
審
議
結
果
に

　
　

つ
い
て
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た

　
　

山
神
社
祝
賀
会
に
お
い
て
、
川

　
　

口
理
事
長
よ
り
出
席
し
た
会
員

　
　

等
に
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝

山
神
社
の
清
掃

　

平
成
29
年
５
月
15
日
（
月
）

午
前
11
時
よ
り
山
神
社
神
前
に

お
い
て
、
平
成
29
年
度
祭
典
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
物
故
者
へ
の
黙

と
う
を
行
っ
た
の
ち
、
神
職
に

よ
る
祝
詞
奉
納
、
参
列
者
代
表

に
よ
る
玉
串
奉
典
が
行
わ
れ
、

最
後
に
全
員
で
献
杯
を
行
い
、

山
神
の
御
霊
を
鎮
め
る
と
と
も

に
山
で
命
を
落
と
さ
れ
た
先
人

の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。（
筆
者

は
、
当
時
小
学
生
で
し
た
が
、

こ
の
祭
り
の
日
は
、
神
社
で
鳴

山
神
社
祭
典
の
執
行

祝
賀
会
の
開
催

平
成
29
年
度
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社
祭
の
開
催

ら
す
太
鼓
で
目
が
覚
め
、
太
鼓

を
鳴
ら
し
た
く
て
走
っ
て
参
道

を
登
っ
た
記
憶
が
蘇
り
ま
し

た
。
こ
の
太
鼓
の
拍
子
は
、
桑

原
仁
也
氏
が
指
導
し
て
く
れ
た

　

平
成
29
年
５
月
15
日
（
月
）、

山
神
社
神
事
に
引
き
続
き
、
蔵

王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
お
い

て
、
ご
来
賓
、「
語
り
継
ぐ
会
」

会
員
、
鉱
山
関
係
者
等
45
人
が

出
席
し
「
山
神
社
祭
祝
賀
会
」

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
㈱
ヤ
マ
コ
ー
髙

橋
茂
専
務
取
締
役
、（
一
社
）
上

山
市
観
光
物
産
協
会
五
十
嵐
伸

一
郎
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
賜
る

と
と
も
に
、
ご
来
賓
で
出
席
さ

れ
た
中
川
地
区
会
長
会
加
藤
武

雄
会
長
、
同
会
篠
原
政
志
副
会

長
、
並
び
に
「
永
松
の
会
」
の

皆
様
の
ご
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
い
で
「
語
り
継
ぐ
会
」
相

談
役
・
間
山
昭
氏
の
乾
杯
の
ご

と
い
う
こ
と
を
最
近
に
な
っ
て

知
り
ま
し
た
。
今
年
の
祭
り
の

日
は
、
晴
れ
上
が
り
、
昔
も
そ

う
だ
っ
た
よ
う
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の

新
芽
が
燃
え
る
よ
う
で
し
た
。）

発
声
に
よ
り
宴
に
入
り
ま
し
た

が
、
大
曽
根
餅
つ
き
保
存
会
の

餅
つ
き
も
あ
り
、
盛
況
裡
に
終

了
し
ま
し
た
。

＜連絡先＞

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
ご
案
内
の
と
お
り
、

社
宅
の
増
築
等
に
伴
い
何
度
か

転
居
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
入

居
者
の
特
定
が
困
難
な
状
況
で

し
た
が
、役
員
の
総
意
に
よ
り
、

最
盛
期
の
昭
和
34
、
35
年
の
入

居
状
況
を
基
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
特
定
で
き
た

「
入
居
者
地
図
」
は
別
刷
り
の

と
お
り
で
す
。
残
念
な
が
ら
、

取
材
の
限
界
が
あ
り
全
戸
の
特

定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
会

員
の
皆
様
に
お
い
て
、
空
白
の

部
屋
の
入
居
者
に
心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、
下
記
の
担
当
者
に

ご
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
号
以
降
に
元
山
社

宅
、
猿
倉
社
宅
の
入
居
者
地
図

を
掲
載
す
べ
く
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
申
し
添
え
ま

す
。
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監 

事  

　小 

川
　美
代
子

そ
の
五  

準
大
手
に
せ
ま
る
企
業
拡
大

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

ふ
る
さ
と
に
Ｕ
タ
ー
ン

あの人この人

　

お
母
さ
ん
は
、
蔵
王
鉱
山
主

婦
の
会
の
会
長
、
全
鉱
東
北
地

方
本
部
主
婦
の
会
副
会
長
も
兼

任
さ
れ
た
髙
橋
静
枝
さ
ん
。
坑

内
火
災
で
ガ
ス
が
私
宅
へ
流
れ

出
し
、
元
山
の
主
婦
と
子
供
は

製
錬
へ
避
難
。
炊
き
出
し
を
準

備
し
温
か
く
向
え
て
く
れ
た
。

靜
枝
さ
ん
の
心
使
い
だ
っ
た
。

　

い
つ
も
の
時
間
に
黄
色
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
「
横
断
中
」
の
旗

を
も
っ
て
中
川
小
学
校
児
童
の

交
通
誘
導
。
そ
し
て
民
生
委
員
。

困
っ
て
い
る
住
民
と
福
祉
行
政

の
架
け
橋
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
児
童
委
員
と
い
う
職

も
兼
ね
て
い
る
。

役 

員 

紹 

介

27
歳 

で 

大
型
免
許

　

30
歳 

で 

上
山
へ
新
居

理 

事   

髙 

橋
　
正 

之
さ
ん

◇
　
競
馬
場
と
蔵
王
鉱
山
。
上
山  

　

市
の
歴
史
と
経
済
を
良
く
知
る

　

友
人
が
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
て
く

　

れ
た
。
上
山
市
の
発
展
に
大
き

　

く
貢
献
し
て
く
れ
た
二
大
産
業
。

　

し
か
し
二
つ
と
も
火
は
消
え
た
。

　

歴
史
資
料
館
の
建
設
、
ぜ
ひ
実

　

現
し
て
ほ
し
い
と
寄
付
金
を
い

　

た
だ
い
た
。

◇
　
山
形
県
内
の
鉱
山
サ
ミ
ッ
ト
。

　
永
松
鉱
山
友
の
会
か
ら
提
案
の

　

あ
っ
た
提
案
事
項
だ
が
、大
泉
・

　

大
鳥
（
鶴
岡
）
谷
口(

最
上)

　

幸
生
（
寒
河
江
）
満
沢
（
最
上
）

　

永
松
（
大
蔵
）
木
友
（
舟
形
）

　

蔵
王
（
上
山
）
と
連
絡
が
と
れ
、

　

10
月
頃
ま
で
に
第
一
回
の
会
合

　

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

◇
　
わ
か
ら
ぬ
も
の
は
分
か
ら
な
い
。

　
佐
藤
副
会
長
を
中
心
に
製
錬
地

　

区
の
社
宅
配
置
図
に
基
づ
い
て

　

居
住
者
づ
く
り
。
55
年
前
の
こ

　

と
と
は
い
え
ど
〝 

難
航
〝
。
難

　

航
の
ま
ま
機
関
紙
へ
。

◇
　
新
庄
の
阿
部
デ
ス
。

　
　

組
合
事
務
所
前
に
社
宅
の
あ
っ

　

た
阿
部
直
三
さ
ん
の
ご
長
男
茂
巳

　

さ
ん
。
カ
ン
パ
を
し
て
く
れ
た
こ

　

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
う
い
う

　

出
合
い
が
す
ご
く
嬉
し
い
。

蔵
王
通
信

索道ひと筋 齊藤善吉さん

　
日
鉱
・
三
井
・
三
菱
・
住
友
・
古
河
・
同
和
。
日
本
の
産
銅

六
社
と
い
わ
れ
た
大
企
業
。
わ
が
日
東
金
属
鉱
山
は
、
そ
の

大
手
に
せ
ま
る
企
業
の
拡
大
を
は
か
っ
た
。

　

ハ
モ
ニ
カ
長
屋
で
の

空
腹
時
代
。

助
け
て
く
れ
た

薄
沢
の
実
家

―
―

坑
内
火
災
で
ア
ッ
と
い
う
間

の
閉
山
。
就
職
も
大
変
だ
っ
た
と

思
う
が―

―
齋
藤
「
大
型
免
許
を
も
っ
て
い
た

の
で
第
一
貨
物
へ
申
し
込
ん
だ
が

条
件
が
合
わ
ず
た
め
ら
っ
た
」

―
―

開
発
中
の
天
元
台
ス
キ
ー
場

に
勤
務
さ
れ
た
と
か―

―

齋
藤
「
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
建
設
さ

れ
た
ば
か
り
で
索
道
経
験
者
の
募

集
が
あ
り
申
し
込
ん
だ
ら
採
用
さ

れ
「
索
道
主
任
」
の
辞
令
も
い
た

だ
い
た
」

―
―

社
宅
生
活
か
ら
新
居
を
構
え

る
。
就
職
と
合
わ
せ
て
大
変
だ
っ

た
と
思
う
が―

―

齋
藤
「
昭
和
三
十
四
年
に
上
山
市

の
分
譲
計
画
が
公
表
さ
れ
、
そ
れ

に
申
し
込
み
三
十
才
の
時
、
新
築

し
通
勤
者
と
な
っ
た
。」

　

電
気
代
も
水
道
料
も
タ
ダ
。
自

宅
と
な
れ
ば
す
べ
て
自
己
負
担
。

損
な
生
活
！
と
揶
揄
さ
れ
た
こ
と

あ
っ
た
と
か
。
そ
ん
な
と
き

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
佐
藤
竹
雄
さ
ん

か
ら
「
い
ず
れ
は
社
宅
を
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
の
準
備
は
ス
バ
ラ
シ
イ
」

と
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
、
と
か
。

―
戦
後
間
も
な
く
の
時
代
に
採

用
さ
れ
た
も
の
で
宿
舎
は―

齋
藤
「
通
称
ハ
モ
ニ
カ
長
屋
の

二
号
室
、
飯
場
で
す
よ
」

―

食
事
は
？―

齋
藤
「
食
糧
事
情
の
悪
い
と
き

で
も
あ
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
だ
け

の
夕
食
、
腹
が
減
っ
て
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
で
薄
沢
の
実
家

か
ら
米
を
も
ら
っ
て
助
け
ら
れ

た
」

　昭和６年生まれの 85才。戦後間もない 21年、義務教育を終えると

　　　すぐ入社試験に合格し蔵王鉱山へ。第１第２第３の索道注油から

　　　　　　修理まで。４人の仲間が命を落としたが怪我ひとつしなかった。

　本年度の総会及び山神社祭に出
席。間もなく埼玉で生活していた娘
さんご夫婦がふるさと上山へＵター
ンして同居。その準備や片づけで忙
しいとか。笑顔で語ってくれた。

　蔵王鉱山の分析室。白衣を着た技術者にあこがれて

県立山形工業高へ。卒業を目の前に鉱山が閉山し親父 ( 季

蔵さん ) に「警察官になれ」といわれ、大きく人生が変わっ

た。楯岡駅前交番を振り出しに県内を転勤し警察学校長や

山形警察署長を歴任。高卒ながら警察官僚組織のトップに

着任。関係者をアッといわせた。

　
昭
和
三
十
二
年
、
大
場
鉱

山
㈱
と
の
対
等
合
併
を
行
い

資
本
金
三
億
、
社
名
を
日
東

金
属
鉱
山
株
式
会
社
と
な
っ

た
。

　

昭
和
三
十
六
年
に
は
資
本

金
十
億
円
に
増
資
し
企
業
の

拡
大
を
は
か
っ
た
。

　

南
米
の
ボ
リ
ビ
ア
・
チ
ャ

カ
鉱
山
。
秋
田
県
の
東
北
石

油
。
北
海
道
の
静
狩
鉱
山
。

新
潟
県
の
新
潟
鉱
業
。
宮
城

県
の
松
島
湾
汽
船
な
ど
を
傘

　

山
神
社
祭
に
は
じ
め
て
出

席
し
た
自
己
紹
介
で
「
川
上

要
作
の
娘
で
す
」
と
名
の
っ

た
ら 

”弁
護
士 

”の
娘
さ
ん

か
と
大
き
な
声
で
い
わ
れ
、

恥
ず
か
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
父
を
偲
ぶ
ひ
と
と
き
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ 

”弁
護
士 

”と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
川

口
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し

た
。
「
立
て
板
に
水
を
流
す

如
く
」
弁
が
立
ち
、
も
め
事

の
中
心
に
い
つ
も
い
た
か
ら

だ
そ
で
あ
り
ま
す
。
川
口
さ

ん
の
適
当
な
説
明
に
う
な
づ

い
た
も
の
の
、
二
度
と
弁
護

士
ウ
ン
ヌ
ン
は
使
わ
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

卒
業
す
る
と
間
も
な
く
東

下
に
置
く
ほ
か
八
戸
市
に
は

日
東
金
属
鉱
山
八
戸
製
錬
所

を
新
設
す
る
な
ど
業
界
の
話

題
と
な
る
拡
張
ぶ
り
だ
っ

た
。

　

だ
が
、
こ
れ
ら
の
積
極
的

な
投
資
や
企
業
拡
大
は
既
存

の
企
業
を
追
い
つ
め
る
と
い

う
矛
盾
を
か
か
え
る
結
果
を

招
い
た
。
相
内
鉱
山
の
無
理

な
増
産
体
制
、
蔵
王
鉱
山
の

大
幅
な
合
理
化
政
策
の
強
行

等
で
あ
っ
た
。

　

三
人
に
二
人
の
割
の
人
員

整
理
、
そ
の
反
対
斗
争
は
大

き
く
盛
り
上
が
り
組
合
側
の

ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
し
会
社
側

は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
対
抗
し

た
。

　

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二

十
四
日
、
組
合
の
臨
時
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
坑
内
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。想
像
以
上
に
大
き
い
。

元
山
の
従
業
員
は
全
員
元
山

へ
。
そ
し
て
消
防
活
動
に
専

念
し
て
ほ
し
い
」
組
合
大
会

が
終
わ
っ
た
午
後
三
時
四
十

分
、
会
社
よ
り
電
話
が
入
っ

た
。　
（
か
わ
ぐ
ち
）

―
―

管
理
職
で
印
象
に
残
っ
て

い
る
人
は―

―

齋
藤
「
製
錬
課
長
の
バ
セ
ン
と

呼
ば
れ
て
い
た
鈴
木
秀
夫
さ

ん
、
索
道
課
長
の
髙
島
さ
ん
、

先
輩
と
し
て
は
柏
倉
栄
次
郎
さ

ん
」

―
―

索
道
で
の
注
油
作
業
、
綱

渡
り
の
仕
事
で
恐
く
な
か
っ
た

か―
―

齋
藤
「
四
人
の
同
僚
が
搬
器
も

ろ
と
も
落
下
し
命
を
落
と
し

た
。
恐
か
っ
た
」

―
―

冬
は
綱
渡
り
を
止
め
ス

キ
ー
で
往
来
す
る
た
め
に
用

具
を
支
給
さ
れ
た
と
か―

―

齋
藤
「
そ
の
筋
か
ら 

”綱
渡

り 

”を
注
意
さ
れ
深
雪
を
歩

く
の
は
困
難
な
の
で
自
分
で

ス
キ
ー
を
買
っ
て
仕
事
に
着

い
た
が
冬
は
辛
か
っ
た
。

　

警
察
時
代
に
培
っ
た
技
量
が
再
び

社
会
に
還
元
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
（
機
関
紙
「
硫
黄
」
の
編
集
責
任
者

と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
）

京
に
就
職
し
ま
し
た
。
練
馬

区
中
村
橋
の
駅
前
に
あ
っ
た

菓
子
店
で
し
た
。
社
長
さ
ん

は
積
極
的
な
経
営
手
腕
の
あ

る
方
で
、
私
が
勤
め
だ
し
た

こ
ろ
二
年
後
に
は
埼
玉
県

「
鶴
瀬
」「
草
加
」
市
に
店
舗

を
出
し
、
そ
し
て
東
京
「
竹

の
塚
」
に
も
出
店
し
ま
し
た
。

　

私
は
出
店
た
び
に
移
動
さ

せ
ら
れ
慣
れ
な
い
地
域
ば
か

り
で
し
た
の
で
大
変
な
苦
労

で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
上
山
に
住
ん

で
い
た
父
・
川
上
要
作
か
ら

「
帰
っ
て
来
い
」「
帰
っ
て
来

い
」
と
、
強
く
い
わ
れ
ま
し

た
が
六
年
間
過
ご
し
た
東
京

を
去
る
決
心
は
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
が
、
東
京
ま
で
迎

え
に
く
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
父
の
決
意
に
私
の
心
が
励

ま
さ
れ
上
山
に
も
ど
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
二
十
三
才
の
時

結
婚
し
、
川
上
か
ら
小
川
へ

と
性
が
変
わ
り
ま
し
た
。
上

山
市
十
日
町
の「
髙
金
魚
店
」

奥
座
敷
が
式
場
で
し
た
。

　

美
咲
町
に
自
宅
を
新
築
し
、

二
人
の
子
育
て
も
終
わ
り
、

よ
み
が
え
る
蔵
王
鉱
山
の
た

め
に
先
輩
や
後
輩
と
共
に
力

を
出
し
合
え
る
こ
と
を
喜
ん

で
い
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
が
建
設
さ
れ

た
ら
、
女
性
の
語
り
部
と
し

て
頑
張
っ
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「蔵王鉱山歴史資料館」建設に伴う募金のお願い
昔、硫黄を産出し栄えた蔵王鉱山が昭和 38 年 3 月
に閉山して50年余になりました。
　現在、同鉱山で働いた人やその子弟が中心となり、
鉱山の歴史を後世に残そうと「蔵王鉱山歴史資料館」
（添付写真）を建設しようと活動しています。
　平成 28 年 4月 28日には、「特定非営利活動法人
蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会」を設立しました。
　同資料館は、猿倉の旧中川第二小学校跡地に、同
小学校の教室や体育館などを再現した木造校舎を建
てようというものです。
資料館には、当時を再現したジオラマをはじめ、鉱石採掘に使用したツルハシ、ヘルメット、作業服、
給与明細などのほか、職員の仕事ぶりや家族の生活を記録した写真パネルなどを数多く展示し、鉱山
の歴史を後世に伝えようと考えています。
　資料館建設のため、同法人が主体となって、平成28年6月より会員の募集とともに建設資金の募金
活動が行われています。
　中川地区には、鉱山で働いたことのある方、あるいはご商売の関係等で行き来した方々が数多くお
住いになっていると伺っています。関係された方々にとっては言うまでもなく、数多くの懐かしい思い
出を残した場所でもあるのではないか思います。
　現在、募金活動によって集まった建設資金は、目標額にはほど遠い状況にあります。蔵王鉱山の歴
史や思い出を後世に伝えるため、皆様のご理解とご支援を心からお願い申し上げます。
　なお、ご支援をしていただく場合の寄付金は、下記の口座に振り込んでいただくようお願いいたしま

○ ゆうちょ銀行　普通預金口座　02250-7-140370
○ NPO法人蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会
○ 理事長　川口兼次
○ 連絡先　事務局／〒999-3113 上山市蔵王字蔵王山2843の１
　　　　　　　　　（蔵王猿倉レストハウス内）
　　　　　　　　　☎023-679-2211　FAX023-679-2606

寄付者への返礼～寄付をしていただいた方々は、額を問
わず同資料館に寄付者芳名簿を掲示させていただきます。
また同法人において発行している機関紙「硫黄」を送付
させていただきます。

＜ご支援の依頼者＞
　NPO法人蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会　

理 事　髙 橋　正 之

鹿
野
農
林
水
産
大
臣
に
花
束
贈
呈
。

　
　
　
　
　 

　
　（
山
神
社
祭
で
）
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